
高槻市学校教育活動サポーターに関する要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、高槻市立の小学校及び中学校（以下「学校」という。）における課題　
等に対して、地域住民等の支援を得ることで学校教育の質の向上を図り、地域と協働した学校づくりを推進するため、高槻市学校教育活動サポーター（以下「学校サポーター」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（活動内容）
第２条　学校サポーターの活動は、学校教育に係る取組を学校と協働して支援することを目的とする。
２　学校サポーターは、登録を行った学校や他の学校サポーター等と相互に連携、協力して、次の各号に定める活動を行うものとする。

(1)　放課後等の学習支援
(2)　授業中の学習支援
(3)　個別学習や不登校児童生徒への別室学習支援
(4)　読み聞かせや学校図書館運営等の読書活動支援
(5)　花壇の整備等、学校の環境整備の支援
(6)　クラブ活動（小学校）の支援
(7)　部活動（中学校）の支援

(8)　その他登録を行った学校の校長（以下「校長」という。）や教育委員会が必要と認め
る活動

（登録できる者）
第３条　学校サポーターに登録できる者は、学校の教育目標を理解し、教職員と連携して協働できるもので、次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1)　当該学校に在籍する児童生徒の保護者

(2)　当該学校区に居住している者

(3)　その他校長又は教育委員会が認めた者

（新規登録・登録情報の変更）
第４条　学校サポーターとして登録を希望する者及び登録情報に変更が生じた者は、校長にその旨を申し出、高槻市学校教育活動サポーター新規登録書（様式第１号）（以下「新規登録書」という。）を提出しなければならない。
２　校長は、新規登録書を承認し、当該学校で保存するものとする。
３　校長は、新規登録があった場合、必要な書類を教育委員会に提出するものとする。
（登録の取消し）

第５条　学校サポーターが登録を年度の途中で取り消す場合については、高槻市学校教育活動サポーター登録取消書（様式第２号）（以下「登録取消書」という。）を校長に提出するものとする。
２　校長は、登録取消書の提出があった場合、必要な書類を教育委員会に提出するものとする。

３　校長又は教育委員会は、学校サポーターが公序良俗に反する等、学校サポーターに対する信用失墜行為を行ったときは、その登録を取消すことができる。
（実費弁償の支払）

第６条　教育委員会は、学校サポーターに対して、実費弁償として予算の範囲内で、１日あたり２,０００円を上限として支払うことができる。

２　校長は、学校サポーターの活動実績があった場合は、その月ごとに報告書を作成し、翌月の１０日までに教育委員会に提出するものとする。
３　教育委員会は、前項の報告書に基づき、実費弁償分の支払いを行うものとする。

（保険の加入）

第７条　教育委員会は、各学校で登録された学校サポーターの保険加入を行うものとする。

（委任）
第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育次長が定める。
附　則

　　この要綱は、令和３年４月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、令和４年３月３日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、令和４年６月１５日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、令和５年４月１日から施行する。
